
Ｇ－ＲＯＣＫ　施工マニュアル



〇 G−ROCKに直⾏する⽅向でのビス留め（短⼿⽅向のビス留め）は不可です。

〇 G-ROCK裏⾯（防⾳パット層）に接着剤を塗布して敷設する⽅法は厳禁となります。

〇 施⼯マニュアルは安全に施⼯して頂く為に、守って作業してください。※ マニュアルは保証基準ではありません。

〇 両⾯テープ：ブチルタイプ幅6㎜以下・厚み0.8㎜以下の物を使⽤してください。

〇 膨張率：＜表⾯温度10℃〜65℃＞ 線膨張率 最⼤値1.23㎜/1000㎜あたり。

〇 床表⾯が直射⽇光により⾼温になる箇所は、短⼿のサネに接着剤を使⽤して⼀体化させてください。

〇 サネのロックは確実にはめ込み、ジョイント部はゴムハンマーで叩いて馴染ませてください。

〇 壁⾯からのクリアランスは５ｍｍを確保してください。

〇 加重制限：点加重５０ｋｇ以内となります。加重制限を超えると破損の原因となります。

〇 ⻑⼿⽅向の最⼤⼨法は８０００ｍｍまでとなります。超える場合は⾒切り等を⼊れてください。

〇 サネがはまらない場合は、ゴミがかんでいる可能性がありますので清掃してからはめ直してください。

〇 クリアランス部分は⼱⽊で収めて頂くことが標準施⼯となります。

〇 サネ部分への釘・ビス打ちは厳禁です。

〇 ⻑⼿のサネへの接着剤使⽤は、膨張と収縮の妨げとなるため厳禁となります。

 ※ Ｇ−ＲＯＣＫを安全に施⼯して頂くために、施⼯前にご必読お願い致します。

〇 Ｇ−ＲＯＣＫの逆張り不可。オスサネをメスサネにはめ込む⽅向で施⼯して下さい。

〇 施⼯前に下地の掃除を⾏い、不陸が無いか異物などが無いか確認の上、設置施⼯をお願い致します。

〇 壁⾯の全周に指定の両⾯テープで跳ね上げ防⽌と防⽔の為、取り付けて下さい。

注 意 事 項

〇 Ｇ−ＲＯＣＫの設置前に部屋の割付確認をお願いします。

※ ⻑⼿⽅向は下⽳を広めにあけ、伸縮しても対応できる場合は可能です。（ビスで固定することはNG）

〇 キッチンなど重量物が置かれ伸縮の妨げとなる配置での施⼯は厳禁となります。

注 意

施⼯⽅法についてご質問がある場合は、下記までお問合せください

株式会社GROOVE ⼯事部

nagoya-groove@fuga.ocn.ne.jp
ご回答に2営業⽇ほど要する場合が御座います。

ご質問・ご相談はお時間に余裕をもってご連絡頂きますようお願い申し上げます。



カッター・ノコギリを使ってカット

カット⽅法の詳細は動画にてご紹介中☞

※右記QRコードを読み込んでお確かめください

少しコツがいる出隅のカット⽅法はこちら

カット⽅法の詳細は動画にてご紹介中☞

※右記QRコードを読み込んでお確かめください

G-ROCKの割付 G-ROCKの割付

定尺貼り ※Ａ定尺物 ・Ｂ短割物 ・ 斜線部が変則⼨法 G-ROCKと下地を固定するため、部屋の四隅（⾚線）に両⾯テープを貼る

割付サイズに合わせてG-ROCKをカットする

G-ROCKのカット

！！注意！！ 下記条件を逸脱する場合、【不陸】や【サネ割れ】が発⽣する場合があるためご注意下さい。

◆下地が構造合板の場合、段差不陸1㎜以下
◆既存の床材に弾⼒性や不陸がある場合は、重ね張りしないでください。下記⽬安となります。
◆歩いた際の沈み込みが直径50㎝の範囲で4㎜以上ある場合は不可。
※詳細は別紙「よくあるご質問」を必読下さい。

※上記は⽊⽬調のサイズを例とした場合となります。
※乱張りはジョイント部が前の列に対して必ず150㎜以上ずらして設置して下さい。



隙間がある場合は跳ね上げやサネの破損に

つながる場合が御座います。

別ページ「設置の悪い⾒本」を併せてご確認ください。

※サネ部分は必ずゴムハンマーで叩いて施⼯してください。

敷設⽅法の詳細は動画にてご紹介中☞

※右記QRコードを読み込んでお確かめください

Ｇ−ＲＯＣＫの設置

※ 両⾯テープ：ブチルタイプ幅6㎜以下・厚み0.8㎜以下の物を使⽤してください。

※ サネがはまらない場合は、ゴミがかんでいる可能性がありますので清掃してからはめ直してください。

Ｇ−ＲＯＣＫの設置

G-ROCKは隙間なくはめ込んでください。

※ サネをはめ込む際・ゴムハンマーで叩く際は⽔平ではなく⾓度をつけてはめ込んでください。

Ｇ−ＲＯＣＫの設置

※ ゴムハンマーでしっかりサネをたたいて施⼯しない場合。サネ部の隙きや浮きの原因となります。

壁⾯の外周、約20㎜の場所に両⾯テープを貼る。 クリアランスを取りながら敷き込んでいく。

段差⾒切部は2本〜3本貼る。

段差⾒切は突き付け。

ＫＳＬジョイナーの
クリアランス5㎜。

※跳ね上げ防⽌と防⽔の為外周に
隙間なく貼るのがポイント。

Ｇ−ＲＯＣＫの設置



サネが完全に⼊りきっていない状態。

G-ROCK設置の悪い⾒本

Ｇ−ＲＯＣＫの設置

施⼯時に使⽤するその他の部材【両⾯テープ（標準仕様）】

隙間がありロックして無い。
✖

オスサネ メスサネ

サネがはまらない場合は、ゴミがかんでいる可能性が
ありますので清掃してからはめ直してください。
はめ込み⽅法を誤ると、サネ部分に隙間や割れが発⽣し
突き上げ等の原因になりますのでご注意ください。

G-ROCKをはめ込む際は、左図の通りメスサネに向かって
オスサネをはめ込んでください。

また、はめ込む際は⾓度を付けて下さい。⽔平のままでは
しっかりとはまらず、サネ部分に隙間や割れが発⽣し
突き上げ等の原因になりますのでご注意ください。

メスサネに向かって
差し込む

両⾯テープ：
ブチルタイプ幅6㎜以下
厚み0.8㎜以下
の物を使⽤してください。

日東電工 NO541 6㎜幅 （厚さ0.8㎜）

✖⽔平＆逆張りNG



設置に歪みが無く、直線で貼るポイント。

G-ROCK設置のコツ

※二列を同時に番号順で貼る事によりジョイント部のカネ場が
出るため、直線で貼る事が出来る、乱張りでも同じ。

Ｇ－ＲＯＣＫの施工ポイント！！

１２
３４

５
６

※乱張りはジョイント部が前の列に対して必ず150㎜以上
ずらして設置して下さい。150㎜以下となる場合は、サネ
部の隙きや浮きの原因となる場合があります。

✖





Q. G-ROCKを重ね貼りする場合、何㎜ほど床の⾼さが上がりますか？

A. 下地から5㎜上がります。なお、L型⾒切り材を使⽤した場合、端部は下地から7.3㎜上がります。

Q.⽞関部分に敷設する予定です。框部分はどうすれば良いですか？

A. 市販されている⼀般的なリフォーム框をご使⽤ください。

Q.狭い場所ではめ込みずらい時のコツはありますか？

A.下記写真のような⼯具（千枚通しがフック状になったような物）を床材の端部に
引っ掛け、床材を寄せて頂くとスムーズにはめ込めます。※コツ：はめ込み確度13℃ほど

Q.下地が凸凹していますが重ね貼りしても⼤丈夫でしょうか？

A.下地が構造合板の場合、段差1㎜以上あると不陸となる場合が御座います。
下記の条件ですとサネが割れてしまうため施⼯できません。

・１ｍの⾦定規を当てて不陸が4㎜以上ある
・歩いた際の沈み込み（連動不陸）が直径50㎝の範囲で4㎜以上沈む ※不陸の状況により条件は変動します
※既存の床材に弾⼒性や不陸がある場合は、重ね貼りしないでください。

上記に該当しない状況にて施⼯を推奨いたします。

Q.G-ROCK床⾯へのビス打ちは可能でしょうか？

A. G−ROCKに直⾏する⽅向でのビス留め（短⼿⽅向のビス留め）は不可です。
⻑⼿⽅向は下⽳を広めにあけ、伸縮しても対応できる場合は可能です。（ビスで固定することはNG）
ただし、サネ部分の釘・ビス打ちは不可となります。

Q.床下収納への施⼯はどうすれば良いですか？

A. 強度確保のため、下地に12㎜以上の構造合板を設けて下さい。

G-ROCKフロア よくあるご質問 ①



300㎜以下

悪い施⼯例（溝掘りしない） 両⾯テープで⼀時的に収まっていても跳ね上がってくる場合がある

Q.床暖房ヒートプラスと併せて施⼯する際の注意点はありますか？

A.段差解消⾒切りと床暖房ヒートプラスの絶縁テープ側が300㎜以上離れるように割付してください。
300㎜以上離せない場合は、下記図の通り絶縁テープの下に溝を掘って平滑となるように
収めてください。 ※溝のサイズ例：深さ2ｍｍ幅30ｍｍ

300㎜以下

（例：深さ2ｍｍ幅30ｍｍ）

正しい施⼯例（溝掘りする） 溝を掘って絶縁テープ部分を収め、平滑となる事で跳ね上がりを解消する

G-ROCKフロア よくあるご質問 ②

G-ROCK床材

G-ROCK固定⽤
両⾯テープ

Q.どのようにして床暖房ヒートプラスと併せて施⼯しますか？

概要図のように床暖房とG-ROCKは直⾏させるように敷設します。
G-ROCKは床暖房の配線部分（座掘りもしくは溝部分）を跨ぐように割付て下さい。

※配線部分とG-ROCKのジョイント部分が重なるとサネの破損や 床鳴りの原因になります。



Q.⼀般的な12㎜の床暖房対応フローリングとG-ROCKではどのような違いがありますか？

A. G-ROCKは速暖性と省エネ性に優れています。試験環境下において12㎜フローリングと⽐較したところ
下記のような結果が実証されました。

★G-ROCKに関するご質問・ご相談は下記までお問い合わせください★

株式会社GROOVE 担当：加藤

MAIL： nagoya-groove@fuga.ocn.ne.jp

後ほど担当より折り返しご連絡いたします。

G-ROCKフロア よくあるご質問 ③

mailto:nagoya-groove@fuga.ocn.ne.jp

